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～今後の森林の経営管理を支える人材を特集～

平成三十年度
森林・林業白書が公表

北沢又団地（福島市）外観
CLTを使用した復興公営住宅
（北沢又団地（福島市）外観）

ハーベスタによる造材

効率的なコンテナ苗生産

木材コーディネーター研修

流木捕捉式治山ダムの設置状況

フランスの展示会
におけるジャパン
パビリオン
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６
月
７
日
に
、「
平
成
30
年
度
森
林
・
林

業
白
書
」（
平
成
30
年
度
森
林
及
び
林
業
の

動
向
・
令
和
元
年
度
森
林
及
び
林
業
施
策
）

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
度
の
森
林
・
林
業
白
書
で
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
図
表
、

事
例
写
真
等
を
活
用
し
つ
つ
、
森
林
・
林
業

の
動
向
の
体
系
的
な
分
析
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
冒
頭
に
「
ト

ピ
ッ
ク
ス
」
を
設
け
て
各
年
度
の
特
徴
的
で

印
象
的
な
動
き
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
第

Ⅰ
章
を
特
集
章
と
し
て
、
特
定
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
は
、
ま

ず
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
に
よ
る
災
害
の
発
生
と
復
旧
へ
の
取

組
」
と
し
て
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た
こ
れ

ら
の
災
害
に
つ
い
て
、
被
害
の
状
況
と
復
旧

へ
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
特
に
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
害
額
は
約

１
，
６
５
９
億
円
と
こ
こ
10
年
間
で
東
日
本

大
震
災
に
次
ぐ
被
害
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
２
０
１
８
年
12
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
に
お
い
て
、
２
０
２
０
年

以
降
の
パ
リ
協
定
の
本
格
運
用
に
向
け
て
実

施
指
針
を
採
択
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
目
標
の
達
成
に
森
林
吸
収
源
対
策
が
引
き

続
き
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。「
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く

非
住
宅
・
中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質

化
の
取
組
」
で
は
、
経
済
団
体
等
の
主
導
に

よ
り
こ
う
し
た
動
き
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る

こ
と
や
、
木
材
利
用
優
良
施
設
コ
ン
ク
ー
ル

に
２
０
１
８
年
度
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
賞
が

創
設
さ
れ
、
江
東
区
立
有
明
西
学
園
が
受
賞

し
た
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で

は
、
近
年
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
つ
い
て
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
が
幅
広
く
貢
献
す
る
こ
と
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
最
後
の

植
樹
祭
で
あ
る
、
第
69
回
全
国
植
樹
祭
が
福

島
県
に
お
い
て
行
わ
れ
、
海
岸
防
災
林
の
整

備
地
に
天
皇
陛
下
が
ク
ロ
マ
ツ
を
お
手
植
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
や
、「
生
い
立
ち
て
防
災

林
に
育
て
よ
と
く
ろ
ま
つ
を
植
う
福
島
の
地

に
」
と
の
御
製
（
和
歌
）
を
賜
っ
た
こ
と
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
特
集
章
で
は
、
テ
ー
マ
を
「
今

後
の
森
林
の
経
営
管
理
を
支
え
る
人
材
」
に

～
平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
災
害
の
発
生
と
復

旧
へ
の
取
組
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
24
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
）、

ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
非
住
宅
・
中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
の
取
組
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、「
第
69
回
全
国
植
樹
祭
」
が
福
島
県

で
開
催
、
と
い
っ
た
内
容
を
紹
介
～

（うち森林・
林業に関わる
職業）

（うち木材産業に
関わる職業）

民間事業者
（森林・林業・
木材産業に
関わる職業）

公務員
（森林・林業・
木材産業に
関わる部門。
研究者を除く。）

研究者
（森林・林業・
木材産業に
関わる部門）

その他
10.6
%

9.8
%

11.9%
30.9%

40.7%

36.9%

宿
す く も

毛商銀信用組合（高知県宿毛市）SDGsGOALS 

鹿児島県北姶良森林組合
森林・林業・木材産業に関わる就業
先として、最も希望するもの資料：林野庁アンケート調査
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設
定
し
ま
し
た
。
我
が
国
の
人
工
林
は
そ
の

半
数
が
一
般
的
な
主
伐
期
で
あ
る
50
年
生
を

超
え
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
将
来
に
わ
た
っ

て
発
揮
さ
せ
て
い
く
た
め
、
こ
の
人
工
林
を

「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
形

で
循
環
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の

創
設
等
に
よ
る
原
木
生
産
の
集
積
拡
大
、
ス

マ
ー
ト
林
業
の
推
進
、
国
産
材
の
生
産
流
通

構
造
の
改
革
な
ど
の
推
進
と
い
っ
た
取
組
に

よ
り
、
生
産
・
流
通
・
経
営
管
理
面
で
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
林

業
の
実
現
を
目
指
す
者
を
育
成
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

今
年
度
の
特
集
章
で
は
、
こ
う
し
た
林
業

の
成
長
産
業
化
等
に
不
可
欠
な
林
業
経
営
体

や
、
林
業
従
事
者
の
動
向
、
林
業
へ
の
就
業

が
期
待
さ
れ
る
学
生
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
加

え
、
魅
力
あ
る
林
業
の
実
現
に
つ
な
が
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
等
に
つ
い
て
記
述
し

ま
し
た
。
特
に
、
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
や
個
々
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例
に
つ

い
て
個
人
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
交
え
て

紹
介
す
る
こ
と
は
森
林
・
林
業
白
書
で
は
初

め
て
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

　

第
Ⅱ
章
以
降
は
、「
森
林
の
整
備
・
保
全
」、

「
林
業
と
山
村
（
中
山
間
地
域
）」、「
木
材
産

業
と
木
材
利
用
」、「
国
有
林
野
の
管
理
経

営
」、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
」
の
順

番
で
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る
動
向
や
課
題

注：国産材には、用材のほか、しいたけ原木、燃料材を含む。
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の
分
析
等
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
「
森
林
の
整
備
・
保
全
」
の
章
で
は
、
森

林
整
備
や
森
林
保
全
の
動
向
、
国
際
的
な
取

組
の
推
進
等
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、本
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
「
森

林
経
営
管
理
制
度
」
や
「
森
林
環
境
税
」
に

つ
い
て
、
新
た
な
項
目
を
立
て
て
丁
寧
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、『「
平
成
30
年
７
月

豪
雨
を
踏
ま
え
た
治
山
対
策
検
討
チ
ー
ム
」

中
間
と
り
ま
と
め
』
と
し
て
、
山
地
災
害
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
・
検
証
等
を
行
っ

た
こ
と
や
、一
連
の
激
甚
災
害
を
受
け
て
「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱じ
ん

化
の
た
め
の
３
か
年

緊
急
対
策
」
を
取
り
ま
と
め
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
林
業
と
山
村
（
中
山
間
地
域
）」
の
章
で

は
、
林
業
や
特
用
林
産
物
、
山
村
（
中
山
間

地
域
）
の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
木
材
生
産
の
産
出
額
は

近
年
は
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
や
、

林
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
と
し
て

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活
用
が
進
展

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
・
福
祉
、
観
光
、
教
育
等
の
分

野
と
連
携
し
、
国
民
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
革
の
動
き
に
合
わ
せ
た
森
林
空

間
の
利
活
用
を
通
じ
て
、
新
た
な
森
と
人
と

の
か
か
わ
り
を
創
り
出
す
「
森
林
サ
ー
ビ
ス

産
業
」
等
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
「
木
材
産
業
と
木
材
利
用
」
の
章
で
は
、

木
材
需
給
や
木
材
産
業
、
木
材
利
用
の
動
向

に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

木
材
自
給
率
が
７
年
連
続
で
上
昇
し
、
36
・

２
％
と
な
っ
た
こ
と
や
、
木
材
輸
出
を
め
ぐ

る
状
況
と
し
て
、
我
が
国
の
建
築
基
準
法
に

相
当
す
る
中
国
の
「
木
構
造
設
計
規
範
」
の

改
定
が
施
行
さ
れ
、
日
本
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

カ
ラ
マ
ツ
の
構
造
材
と
木
造
軸
組
構
法
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
、
木
材
輸
出
の
増
加
が
続

い
て
お
り
、
前
年
比
７
％
増
の
３
５
１
億
円

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
材
、
集
成
材
、
合
板

等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
別
に
、
工
場
の
大
規

模
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
や
、
非
住
宅
分
野

に
お
け
る
木
造
化
の
推
進
、
特
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

活
用
し
た
建
築
物
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
等
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
等
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
」
の
章
で
は
、

国
有
林
野
の
役
割
や
国
有
林
野
事
業
の
具
体

的
取
組
と
し
て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
国
有
林
か
ら
の
木
材
供

給
対
策
に
つ
い
て
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
」
の
章
で
は
、
復
興
に
向
け
た
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
の
取
組
や
原
子
力
災
害
か

ら
の
復
興
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
記
述
し

て
い
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
白
書
の
本
文
は
、
林
野
庁
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
以
下
の
リ
ン
ク
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
kikaku/hakusyo/30hakusyo/
index.htm
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我が国の木材輸出額の推移

CLT 等を用いた都市部における中
高層建築物の建設
平成 31 年２月に仙台市に CLT 等
を用いた木造と鉄骨造を組み合わ
せた 10 階建ての集合住宅が竣工

猪八重照葉樹林生物群集保護林
平成30年９月に宮崎県日南市に猪八重照葉樹林生物群集保護林を設定

平成三十年度 森林・林業白書が公表
～今後の森林の経営管理を支える人材を特集～

注：HS44類の合計
資料：財務省「貿易統計」
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